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られるので, 歯周組織の附着した歯牙について, エナメル質セメント質境, 及びセメント質を中心とする
形態異常について組織学的検討を行なった｡
京都大学医学部解剖学教室保存の屍体, 及び口腔外科学教室にて手術に際して摘出した顎, 又は歯周組
織の附着した歯牙182歯を脱灰連続切片標本となし, - マ トキシリンエオジン染色, チオニンピクリン酸
染色の下に, セメント質の異常形態, 歯根膜内石灰変性などについて観察を行ない次の様な結果をえた｡
















り, その組織構造はセメント質に類似していた｡ この様な変性巣では歯根膜線維の走行, 配列に不正,
断裂がみられた｡
7) 一方エナメル質の存在とは無関係に歯根膜組織内に変性した Malassezの上皮遣残がみられ, その
一部は不正円形の石灰化巣に変化していた｡




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
セメント質の形態異常は歯牙と歯肉との接合様式を変え, 歯根膜組織の構造異常をもたらし, 歯牙の固
定破綻を主症状とする歯周疾患発症の素因をうかがう上に重要と思われるので, 屍体, 手術時に掃出した






皮遣残の変性像, 歯根膜組織の石灰変性等があり, それらの発現部位は前歯隣接面, 大臼歯額面に多く,
歯周組織疾患の発症に歯牙支持組織の形態学的特異性が素因として或る程度の役割を演じているのではな
いかと考える論拠を得た｡
よって, 本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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